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令和 7 年度終了式 式辞 

 

 

ただいま、それぞれの代表者に「修了証」を授与しました。 

 この修了証は、皆さんがこの一年間、自分に課せられた学びから決して「逃げなか

った証」です。ここで培った力は、皆さんの未来を拓く「確かな指針」となります。

まずは、自分自身をしっかりと褒めてあげてください。 

 

 先日の卒業式。皆さんが見せたあの凛とした佇まいに、私は胸が熱くなりました。 

そこには、去り行く先輩への敬意だけでなく、「次は自分がこの御津中を背負ってい

く」という、静かな、しかし確かな意志が溢れていました。あの時の心持ちを決して

忘れないでください。四月からは、皆さんの振る舞いそのものが、この御津中学校の

新たな「規範」となるのです。 

 

 新年度、新たなステージに向かう皆さんに、３つの真実を授けます。 

 

 一つ、「時間は、全員平等にある。」 

 二つ、「行動が先、やる気があと」。 

 三つ、「継続は、絶対に自分を裏切らない」。 

 

 「あとで」という甘えを捨て、「今」行動に移しなさい。春休みという自由な時間

は、自分を律せぬ者にとっては、ただの空白と甘えの助長に過ぎません。学習の手を

止めず、己を厳しく律する強さを持ちなさい。その執念こそが、四月の最高の「ロケ

ットスタート」を約束します。 

 皆さんの可能性は、無限大です。 

 四月、一回り大きくなった皆さんと再会できることを、心から楽しみにしています。 

 

令和８年３月２４日 
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